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AD-URBAN

FY23以降の活動方針

FY21に3-PRJ間を接続、FY22ではSafety assuranceの枠組みを検討し国際的な賛同を得た、FY23か
らは具体的なSafety assuranceの評価体系や評価基準等の具体化を進める

第1回安全性評価戦略WG Team0 2023年度以降の研究体制 | 2023/07/03 2

シナリオDB ADシステム

Sim評価基盤

 AD Safety assuranceの標準化に向けた戦略検討チームを立上げ
 枠組み立案とオールジャパンとしての国際発信・連携を開始

〜FY21
 DIVP/AD-URBAN/SAKURA間

で各成果の連携を開始
 他研究PRJとの連携によ

り、社会実装に貢献
 各種国際連携をリード

研究
開発

実装
標準化

国際連携・国際標準化

FY22

AD Safety Assuranceの枠組み

戦略

センサ
評価

評価対象(Scenario) 評価手法(Validation) 判定基準(Metrics)

 事故データ等の分析に
基づくジオメトリシナリオ

 一致性の検証された仮想空間に基
づくシミュレーション

 計測可能な知覚出力の一致性
モデルに基づく認識性能のバー
チャル評価

 HILS  実車評価

 エキスパートナレッジに基づく、
センサ弱点シナリオ

 車両位置の正確な予測により
事故に対する余裕度を判定

各手法の組合せ・活用

見えているか？

システム
評価

ぶつからないか？

・・・期待の提示と技術課題の共同検討

・・・

各地域実証への貢献

AD-URBAN

FY23〜



AD-URBAN

安全性評価基盤検討TFの推進体制

従来のSakura-PRJにSIP傘下のDIVP/AD-URBANが合流し、 3PRJが連携しながら研究開発を促進する体制
を構築、JAMAの関与は昨年度までの研究のリーディングから、要件を提示し成果を受取る立ち位置へ
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【狙い】

【アウトプット】

自動運転システムが有すべき安全性能に関する、論理的な網羅性・実行性・透明性を具備した
安全性評価共通基盤構築による、日本の自動運転技術の安全性・開発効率の向上と国際競争力の確保

・Lv3以上の自動運転安全性を対象とした評価手法と判断手法のベストプラクティス構築
・各国の安全性評価PRJとの国際協調の形成による法規・標準への提案
・シナリオＤＢ、仮想評価環境の政府支援プロジェクトとの協調(※) ※期待の提示と技術課題の共同検討

AD安全性評価分科会

自工会
GL

自動走行ビジネス検討会

安全性評価戦略WG

安全性評価基盤検討TF

シナリオ 認識・システム
技術

Virtual
安全性評価

リーダー : 井上教授適宜アドバイザ参加

AD-URBAN

要件提示

Team0
Team1 Team2



AD-URBAN

自動運転技術の実装における現状把握

それぞれの事業者や国ごとにニーズは様々、目的を持った設計・実装が必要
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国・地域の自治体
OEM等の製造事業者

サービス事業者

全国各地での自動運転実装

・・・

・・・
・・・
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自動運転技術の実装で目指す姿

モビリティの実装を通じた交通課題の解決には、目的からシステム思考でのトップダウン的なアプローチ
が必要

5

* 各地の自治体他の関係者等からのヒアリングに基づき、デロイト推察

自動運転技術導入に対する地域ニーズ

サービス向上にむけた一般道対応等のODD拡張

安全性評価基盤を構築し、
各地域実証や技術開発の推進へ貢献していく

国・地域の自治体

OEM等の製造事業者サービス事業者

・・・ ・・・
オーナーカーの自動運転技術のレベルアップ

・・・

安全性評価基盤検討TFは、安全なモビリティ社会実現を支える基盤を作る
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AD-URBAN

安全性評価基盤検討TFの目指す姿

安全性評価基盤では、システム・センサを評価可能な、シナリオと評価手法、それらの評価を可能とする
Virtual評価ツールによる標準手法の確立が必要
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センサ
評価

評価対象(Scenario) 評価手段(Validation methodology) 評価指標(Metrics)

 事故データ等の分析に
基づくジオメトリシナリオ

 一致性の検証された仮想空間に
基づくシミュレーション

 計測可能な知覚出力の
一致性モデルに基づく
認識性能のバーチャル評価

 HILS  実車評価

 エキスパートナレッジに基づく、
センサ弱点シナリオ

 車両位置の正確な予測により
事故に対する余裕度を判定

各手法の組合せ・活用

システム
評価

ぶつからないか？

見えているか？
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AD-URBAN

2-stage 評価体系と評価指標の確立 

3-PRJ間の連携では、2Stageの評価体系を構築、仮想空間上でセンサ認識性能に基づいた安全性評価
が行える評価基盤の具体化を推進
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1st-Stage

センサ認識
性能評価

センサ性能要件から定めた

センサ弱点シナリオ

センサSim

センサRawデータを出力

Raw

データ
認識
結果

0%
20%
40%
60%
80%
100%

0 100 200

遮
蔽
率

距離[m]

認識限界

認識アルゴリズム
認識性能

シミュレータ 評価対象 評価結果評価シナリオ

2nd-Stage

自動運転
安全性評価

真値Sim

周辺車両の位置情報を出力

Ground

Truth

車両
挙動

自動運転アプリ

衝突回避

安全性能

指標：PET, TTC, 減速G, …

指標：IoU, 距離/サイズ精度, …

要件：センサ弱点の再現性

要件：Sim速度と車体性能

事故・ヒヤリハット事例から定めた

実交通流シナリオ

AD-URBAN

AD-URBAN

ISO(3450X)等で国際議論が進む、仮想空間によるデジタルツイン検証を世界に先駆け確立する

センサ有識者の知見反映

過去事例・FOTデータの活用
行動モデルの連携

対象：単体センサ認識＆Fusion

対象：経路計画・制御・車両運動

④シナリオ間の接続

①認識性能を定量評価

②統計誤差モデルをGroundTruthへ反映

③認識性能に基づいた安全性評価



AD-URBAN

1st-Stage

認識性能評価

2-Stage評価の重要性

FY22までに自動運転機能のうち認知機能評価を「1st-Stage認識性能評価」、判断・行動機能評価を
「2nd-Stage安全性評価」と定義し、それらを連携して評価する重要性を示してきた
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対向右折車
自動運転車

対向直進車

認知判断
行動

認知

判断

行動

交通
参加者

信号機

自己位置

軌跡決定

速度決定

操舵
停車

2nd-Stage

安全性評価

どこで認知できたのか（認識性能評価）、どこで止まれたのか（安全性評価）を共に評価することが重要

例）交差点右折

認識により位置が決定



AD-URBAN

安全性評価基盤TFの研究体制

地域実装等の各種ニーズに基づく安全性評価基盤の構築と、それらを支える研究体制にて成果を目指す
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 自動運転技術導入に対する地域ニーズ

 AD開発動向に応じたシナリオDB
更新や安全性評価体制構築

 UCに基づくシナリオと評価指標の検討

成果の発信

基盤開発を支える
要素技術の開発

 3PRJリーダ間での研究企画や成果の検証
 各地域実証やOEMとの連携によるニーズ・UCの収集
 研究成果に基づく地域実装者や技術開発者への発信

プロジェクト間の連携を通じた
安全性評価基盤の構築

目指す姿

 Virtual評価結果とシステムの結合による、2-stage評
価の確立

 安全性評価Sim構築及び2ステー
ジの安全性評価指標の構築

 認識技術、システム制御の研究
開発

 サービス向上にむけた一般道対応等のODD拡張  オーナーカーの自動運転技術のレベルアップ

AD-URBAN

Team2Team1

Team0

シナリオ・評価指標 シナリオモデル生成
AD-URBAN
refシステムVirtual評価結果

各PRJリーダ : 井上教授、北島様、菅沼教授
(DIVP-PMが事務局運営)



AD-URBAN

社会実装を目指した研究の計画

国内の自動運転の実証実験・サービス実装の促進を下支えすべく、各地の地域実証実験プロジェクト等
と連携しならがら試行・導入、L4実装を支えるVirtual安全性検証の標準手法の確立を目指す

* ユースケース

安全性評価フレームワーク
の開発

フレームワークの
改良と展開

研究開発、地域実装者等への展開
（RoAD to the L4と議論を進め

検証範囲の拡大を進める)

FY2023 FY2024 FY2025 ～

 ひたちBRTの特定委交差点等
を例題に、安全性評価を試行

 日立BRT/柏の葉の交通参加者の増加等、
対応UC*を拡大しつつ、フレームワークを改良

 安全性検証の標準手法を確立

 車両・システムのrefモデルの提供

 国際標準提案
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国際連携に係るFY23活動計画

いち早く“センサ”評価に着目した先駆性を生かし、FY23も引き続き国際的な安全性評価の議論をリー
ディング、ASAM、VIVID、欧米との連携を通じ国際標準化を目指す
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破線箇所：現在検討・計画中のイベント・取組事項

2023 2024
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

国際イベント

規準・法規

標
準

国
際
連
携

デジュール

デファクト

シナリオ・
安全性評価
フレームワーク

仮想環境
評価

FY23活動計画（案）国際標準・連携の枠組み・体制

AD Safety assurance、研究基盤

国際連携（米・欧・中等）

ルールメイクによる
国際シェア獲得

デジュール
 法規(WP29)
 国際基準(ISO)
 地域基準

(IEEE, ANSI, etc)

デファクト
 欧コンセンサス型

(ASAM, etc)
 米個社リード型

(Mobileye, etc)

AD-URBAN
共同検討

• ISO34502 一般道拡張に向けた活動（シナリオ体系・クライテリア・論証体系等）

Post SIP-adus
Workshop 

• NFF（独）連携
• VVM（独） & SUNRISE（欧）連携 • SUNRISE（欧）連携
• VTTI（米）連携

TRB
（米）

IIHS
（米）

TRB
（米）ITS-WCARTS

（米）
ESV EUCAD

（欧）

GRVA GRVA GRVA GRVAWP29 WP29 WP29

ガイドライン
（ver.4）更新

• VIVID JT定例会 • Post-VIVID JT定例会

• ASAM OSI V4.0 /Open ODD V1.0
• ASAM OpenSCENARIO FVD（V1.3, V2.0.1） 
• ASAM Test Specification Study Group 

ASAM実務レベルWS



AD-URBAN

END
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Tokyo Odaiba   → Virtual Community Ground


